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東日本大震災 復興の歩みフォト＆スケッチ展 

受賞作品発表 

～作品展開催のお知らせ～ 

～入賞作品結果発表～ 

ＵＲ都市機構（独立行政法人都市再生機構）では、東日本大震災からの復興の歩みを広く

発信し、一日も早い復興を支援することを目的として、国土交通省及び復興庁の後援により、

「東日本大震災 復興の歩みフォト＆スケッチ展 2018」を開催し、多数のご応募を頂きまし

た。この度、受賞作品を選出しましたので発表いたします。また、あわせて作品展を開催し

ますのでお知らせいたします。（詳細は別紙） 

【大賞受賞作品】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせは下記へお願いします。 

本社 震災復興支援室 企画課 

    （電話）０４５－６５０－０８７１ 

 本社 広報室 報道担当 

    （電話）０４５－６５０－０８８７ 

復興の歩み大賞（フォト） 復興の歩み大賞（スケッチ） 

「最盛期」 

（岩手県宮古市） 

「復興記念大祭～獅子舞と元気な祖母」 

（宮城県本吉郡南三陸町） 



 

 

１ 受賞作品数 

大賞２作品、復興のあゆみ賞５作品、入賞 15作品 

２ 作品展の開催予定 

○首都圏での展示 

「東日本大震災 復興の歩みフォト＆スケッチ展」のほか、これまで開催した「ＵＲ賃貸

住宅フォト＆スケッチ展」の受賞作品を中心に展示する予定です。 

日程：  平成 31 年２月 22日（金）～２月 24日（日） 

場所： 横浜ランドマークタワー（ランドマークプラザ フェスティバルスクエア） 

ＪＲ・横浜市営地下鉄「桜木町駅」から動く歩道で徒歩５分、みなとみらい線「みなとみ

らい駅」徒歩３分（施設ＵＲＬ https://www.yokohama-landmark.jp/access/） 

○岩手県、宮城県、福島県での展示 

今回ご応募いただいた「東日本大震災 復興の歩みフォト＆スケッチ展」の作品を中心に

100作品以上を展示する予定です。 

福島県会場 

日程：  平成 31 年３月８日（金）～３月 12日（火） 

場所： コラッセふくしま１階アトリウム（福島県福島市） 

ＪＲ「福島駅」西口から徒歩３分、東北自動車道福島西 IC、飯坂 ICから車で約 15分 

（施設ＵＲＬ http://www.corasse.com/access） 

岩手県会場 

日程：  平成 31 年３月９日（土）～３月 11日（月） 

場所： アイーナいわて県民情報交流センター４階県民プラザ（岩手県盛岡市） 

ＪＲ・ＩＧＲ「盛岡駅」から徒歩４分、東北自動車道盛岡 ICから車で８分 

（施設ＵＲＬ http://www.aiina.jp/access/access.html） 

宮城県会場 

日程：  平成 31 年３月９日（土）～３月 11日（月） 

場所： ＡＥＲ２階アトリウム（宮城県仙台市） 

ＪＲ「仙台駅」２F 出口２-８から徒歩２分、地下鉄東西線・南北線「仙台駅」北７出口

から徒歩３分（施設ＵＲＬ https://www.sendai-aer.com/access） 

 ※昨年の展示の様子（今回と同会場。左から福島県会場、岩手県会場、宮城県会場） 

 

 

 

 

 

別 紙 



 

 

「東日本大震災 復興フォト＆スケッチ展 2018」概要 

名称 東日本大震災  復興の歩みフォト＆スケッチ展 2018 

主催 独立行政法人都市再生機構（ＵＲ都市機構） 

後援 国土交通省、復興庁 

目的 復興への歩みを広く発信し、東日本大震災からの一日も早い復興を支援するため 

テーマ 

新たな住まいでの生活や、なりわい再建の様子、まちづくりの現場、まちに戻りつつあ

る活気、震災後も変わらない四季折々の風景など、皆さんが復興を感じる場面について

の写真又はスケッチ 

応募作品数 336作品（プロの応募は不可） 

審査員 

（敬称略） 

池邊 このみ（ランドスケーププランナー）／大西 みつぐ（写真家） 

／なかだ えり（イラストレーター・文筆家）／西田 司（建築家） 

選定方法 審査員及びＵＲ都市機構職員等による審査により決定 

賞 

【復興の歩み大賞（フォト）】 

 

「最盛期」（岩手県宮古市） 

【審査員のコメント】 

「最盛期」は、まさに復興の日常を切り出

した一枚で、審査員全員一致での大賞とな

った。漁港を描写した作品は、望遠域で撮

られたフレームの構図がとても巧みで、湯

気の描写や一人一人の活き活きとした表情

が、一人として重なることなく描かれてい

る。躍動感ある写真から、暮らしがみえて

くる一枚。 

【復興の歩み大賞（スケッチ）】 

 

「復興記念大祭～獅子舞と元気な祖母」

（宮城県本吉郡南三陸町） 

【審査員のコメント】 

行事を祝い楽しむ一瞬を大胆に切り取っ

た、躍動感のある絵です。辛い日々を過ご

したことと思いますが、未来に向けて生き

ることへの喜びや意欲を感じ、見ていてう

れしくなります。お顔や手の皺から“東北

のおばあちゃん”を感じ、余白に風景を想

像させます。邪気を払い、無病息災で元気

に長生きを願うばかりです。 

その他復興の歩み賞（５点）、入賞（15 点）を選定 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

平成 30年４月 16日～平成 30 年９月 17 日 作品募集期間 

平成 30年 11月 30 日 受賞作品発表 

平成 31年２月下旬～ 作品展 

ホームページ https://www.ur-net.go.jp/fukkou-photosketch/contest2018/result/index.html 
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